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二
期
目
の
日
の
出
町
政
を
担
う
に
あ
た
っ
て 

日
の
出
町
長 

 

橋 

本 
聖 

二 
 

去
る
三
月
二
十
三
日
に

日
の
出
町
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
多
く
の
日
の
出

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
持
と
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
二
期
目
の
当
選
を
果
た
し
、
引
き
続
き
町

政
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

私
が
町
長
就
任
以
来
、
一
貫
し
て
目
ざ
し
て

い
る
町
政
運
営
の
目
標
は
、
「
み
ん
な
で
つ
く

ろ
う
日
の
出
町
」
を
合
言
葉
に
、
活
気
あ
ふ
れ

る
、
心
身
と
も
に
豊
か
な
、
輝
か
し
い
日
の
出

町
を
創
り
あ
げ
る
こ
と
で
す
。 

 

こ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で

の
四
年
間
、
最
重
要
施
策
で
あ
る
福
祉
に
お
い

て
は
、
日
本
一
の
福
祉
の
町
づ
く
り
を
目
ざ
し

て
、
幅
広
く
、
ま
た
、
き
め
細
か
く
各
種
施
策

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
安
全
・
安
心
の
確
保
、
教
育
環
境
の
整
備
、

産
業
の
振
興
な
ど
に
つ
い
て
も
、
計
画
的
に
施 

そ
の
中
で
も
、
梅
ヶ
谷
峠
～
肝
要
間

の
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
肝
要
・
松

尾
地
区
の
町
民
が
土
砂
災
害
に
よ
る

交
通
途
絶
・
孤
立
と
い
う
長
年
の
懸
念

か
ら
開
放
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
そ
の

実
現
を
都
に
お
願
い
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お
か
げ
さ
ま
で

実
現
寸
前
ま
で
来
て
い
る
と
受
け
止

め
て
お
り
ま
す
。 

今
後
と
も
、
福
祉
や
安
全
・
安
心
施

策
を
中
心
に
、
引
き
続
き
実
施
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
多
く

あ
り
ま
す
が
、
関
係
機
関
の
ご
協
力
を

得
て
着
実
に
一
歩
一
歩
進
め
て
生
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

結
び
に
、
関
係
各
位
の
ご
活
躍
と
ご

健
勝
を
心
か
ら
祈
念
し
て
、
二
期
目
就

任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

策
を
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。 

今
後
四
年
間
の
町
政
は
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ

た
目
標
を
目
ざ
し
て
、
長
期
計
画
に
掲
げ
た
ビ

ジ
ョ
ン
と
方
向
性
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
「
躍

進 

ひ
の
で
！
ニ
ュ
ー
五
大
作
戦
」
を
中
心
に
、

選
挙
で
お
約
束
し
た
事
項
を
も
含
め
て
、
施
策

の
具
体
化
を
図
り
、
更
に
充
実
さ
せ
、
発
展
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
。 

近
年
は
、
東
日
本
大
震
災
や
大
島
町
の
土
砂

災
害
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
今
年
の
雪
害
な
ど
、
私

た
ち
が
経
験
を
し
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
災
害

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。 

 

町
に
お
い
て
も
、
国
や
東
京
都
の
被
害
想
定

を
も
と
に
地
域
防
災
計
画
の
抜
本
的
改
正
を
図

る
と
と
も
に
、
防
災
倉
庫
や
イ
ン
フ
ラ
の
更
新

な
ど
、
災
害
に
備
え
て
対
策
を
強
化
し
て
お
り

ま
す
。 

 

 
 

 

ご 
挨 
拶 

東
京
都
西
多
摩
建
設
事
務
所
長 

村 

井 

良 

輔 

こ
の
た
び
、
西
多
摩
建
設
事
務
所
長
と
し
て

四
月
一
日
付
で
着
任
い
た
し
ま
し
た
村
井
と
申

し
ま
す
。 

 
 
 

 
 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
は
、
当

事
務
所
所
管
の
道
路
河
川
等
の
事
業
に
つ
き
ま

し
て
日
頃
か
ら
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

当
所
の
管
内
は
、
東
京
二
十
三
区
に
匹
敵
す

る
広
大
な
エ
リ
ア
の
約
七
割
が
山
岳
部
と
な
っ

て
お
り
、
斜
面
崩
落
防
止
や
護
岸
整
備
な
ど
防

災
対
策
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

そ
の
た
め
、
山
間
部
に
お
け
る
村
落
の
災
害

時
の
孤
立
化
の
防
止
や
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
交
通 

渋
滞
の
解
消
を
め
ざ
し
、
バ
イ
パ
ス
整
備
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

多
摩
川
南
岸
道
路
の
城
山
工
区
で
は
橋
梁
工

事
が
完
了
し
、
本
年
度
は
ト
ン
ネ
ル
設
備
や
将

門
連
絡
路
等
、
平
成
二
十
七
年
度
春
の
開
通
を

目
標
に
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

一
方
、
市
街
地
部
に
お
い
て
も
、
安
全
で
円

滑
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
の
た
め
、
産

業
道
路
の
福
生
３
・
３
・
３
０
や
千
ヶ
瀬
バ
イ

パ
ス
の
延
伸
で
あ
る
青
梅
３
・
４
・
４
の
整
備
、 

こ
の
三
月
に
本
線
開
通
し
た
雨
間
立
体
を
は
じ

め
と
す
る
鉄
道
と
の
立
体
交
差
、
吉
野
街
道
等

に
お
け
る
歩
道
設
置
や
交
通
安
全
施
設
事
業
な

ど
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

 

ま
た
、
砂
防
事
業
や
霞
川
・
平
井
川

の
河
川
改
修
事
業
な
ど
を
進
め
る
と
と

も
に
、
老
朽
化
し
た
モ
ル
タ
ル
吹
付
斜

面
の
緊
急
対
策
や
橋
梁
の
長
寿
命
化
、

耐
震
補
強
対
策
な
ど
、
着
実
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

当
事
務
所
の
二
十
六
年
度
予
算
は
約

二
〇
一
億
円
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
業

の
円
滑
な
推
進
と
施
設
管
理
の
充
実
強

化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

今
後
と
も
、
西
多
摩
建
設
業
協
同
組

合
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
通
し

て
、
相
互
の
連
携
を
よ
り
深
め
、
西
多

摩
地
域
の
発
展
の
た
め
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら

ぬ
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

 

み
ん
な
本
当
に
良
く
頑
張
っ
て
く
れ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
の
結
果
と
し

て
三
月
二
十
八
日
に
西
多
摩
建
設
事
務

所
長
か
ら
組
合
並
び
に
組
合
員
に
対
す

る
感
謝
状
の
贈
呈
を
受
け
た
こ
と
は
大

変
な
名
誉
で
す
。
そ
の
一
方
で
西
多
摩

地
域
に
お
住
い
の
皆
様
か
ら
は
、
大
き

な
期
待
を
行
政
な
ら
び
に
建
設
業
界
に

寄
せ
て
お
ら
れ
た
こ
と
を
痛
感
い
た
し

ま
し
た
。
今
回
の
想
定
外
の
自
然
災
害

は
、
西
多
摩
地
域
の
防
災
機
能
強
化
の

必
要
性
を
住
民
の
皆
様
と
共
有
す
る
契

機
に
な
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

早
速
、
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
で

は
災
害
対
策
特
別
委
員
会
が
中
心
と
な

っ
て
今
回
の
経
験
を
踏
ま
え
た
「
除
雪

作
業
に
お
け
る
問
題
点
及
び
課
題
と
そ

れ
に
対
す
る
改
善
点
・
要
望
事
項
」
を

取
り
ま
と
め
、
東
京
都
西
多
摩
建
設
事

務
所
長
に
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会

を
得
ま
し
た
。
所
長
か
ら
は
冒
頭
に
、

我
々
組
合
員
に
対
し
て
の
深
い
感
謝
の

お
言
葉
を
頂
戴
し
、
次
の
災
害
に
備
え 

 
 
 

 
 
 

 
 

（
二
面
に
続
く
） 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合 

理
事
長 

細 

沼 

順 

人 

（
成
友
興
業
㈱ 

代
表
取
締
役
） 

本
年
二
月
八
日
お
よ
び
十
四
日
の
豪
雪

に
伴
う
記
録
的
な
積
雪
に
よ
り
、
西
多
摩

地
域
は
も
ち
ろ
ん
、
関
東
地
方
の
広
範
囲

で
深
刻
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
孤
立

集
落
の
解
消
や
物
流
の
復
旧
な
ど
、
ま
ず

交
通
の
障
害
を
取
り
除
く
こ
と
が
喫
緊
の

課
題
で
し
た
。 

我
々
、
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
も
直

ち
に
緊
急
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
地
域

の
被
害
情
報
収
集
や
対
応
に
追
わ
れ
ま
し

た
。
組
合
員
で
あ
る
各
協
定
企
業
は
東
京

都
西
多
摩
建
設
事
務
所
を
は
じ
め
各
市
町

村
か
ら
の
指
示
を
受
け
て
寝
食
を
忘
れ
て

除
雪
作
業
に
対
応
し
ま
し
た
。 

弊
社
に
お
い
て
は
東
京
都
と
締
結
し
て
い

る
委
託
契
約
に
基
づ
き
、
東
京
都
西
多
摩
建

設
事
務
所
の
指
示
に
よ
り
広
範
囲
に
わ
た
る

除
雪
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
約
三
週
間
昼

夜
問
わ
ず
の
作
業
に
集
中
し
、
多
い
時
に
は

三
十
人
の
作
業
員
を
動
員
し
ま
し
た
。
弊
社

の
代
理
人
は
当
初
の
三
日
間
は
、
車
内
で
仮

眠
を
取
り
な
が
ら
対
応
に
あ
た
っ
た
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
で
は
日
頃
か

ら
道
路
啓
開
協
定
に
基
づ
く
防
災
訓
練
を

行
っ
て
い
た
こ
と
も
幸
い
し
、
組
合
員
は

巳 
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 ３ 月 事 業 報 告  

４日 ２５年度第２回 経営講習会開催 
青梅商工会議所合同 

７日 広報委員会 ２３６号編集発行 
１３日 災害対策特別委員会  
２０日 総務委員会 
２４日 理事会 
２９日 秋川流域委員会 

 ４ 月 事 業 計 画  
１１日 広報委員会 ２３７号編集発行 
１１日 総務委員会 
１５日 西建協・若手経営者の会 役員会 
１７日 理事会 
 

 
≪西多摩建設業協同組合 第４８回通常総会》 
月日  ５月２６日（月曜日） 
総 会 

時間  午後３時３０分 
    会場  建設会館 ３階会議室 
 
 総会懇親会 

時間  午後６時～ 
    会場  青梅市福祉センター ３階 

 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 

受講生募集案内  青梅校 2014 年度開講講座 

◎宅地建物取引主任者本科コース  
・本講義 ４月下旬（水）～９月２４日（水） 

         １３時～１７時２０分 毎週 水曜日  

◎１級建築施工管理技士 実地コース 

◎１級土木施工管理技士 実地本科コース 

◎給水装置工事主任技術者 受験対策講座  

    平成２６年８月～ １０月 （予定） 

     毎週月曜・水曜   １８時３０分～２０時３０分  

（曜日が変更の場合あり） 

◎２級土木施工管理技士コース 
基礎講義 ６月２６日（木）～７月１０日（木） 

       １８時４０分～２０時１０分 毎週 火・木 

本講義  ７月１５日（火）～１０月１４日（火） 

       １８時４０分～２０時４０分 毎週 火・木 

◎２級建築施工管理技士コース 
・講義日時  

基礎講義 ９月２日（火）～９月１６日（火） 

       １８時３０分～２０時００分  毎週 火・木 

   本講義  ９月２５日（木）～１１月４日（火） 

        ９時～１３時     毎週 日曜日 

         １８時３０分～２０時  毎週 火・木 

詳しい説明及び受講希望の場合は、下記まで連絡ください。 

（受講申込）等の連絡をお待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。  

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先  

青梅校（西建協） 事務局  0428-22-6245 石川 

 日建学院 立川校  042－527－3291 担当：澤田 
 

 

る
た
め
に
も
、
今
回
の
課
題
を
速
や
か
に
改
善
す

る
と
と
も
に
よ
り
一
層
の
緊
密
な
意
見
交
換
が
重

要
と
い
う
お
考
え
を
伺
い
ま
し
た
。 

 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
目
標
は
、
建
設
業

を
通
じ
て
地
域
の
安
全
・
安
心
、
快
適
性
を
守
る

こ
と
に
よ
っ
て
社
会
に
貢
献
し
、
建
設
業
界
の
地

位
向
上
を
目
指
す 

こ
と
で
す
。
行
政 

と
の
意
思
疎
通
を 

は
か
る
こ
と
で
、 

そ
れ
を
達
成
し
て 

い
け
る
と
考
え
て 

い
ま
す
。 

「
災
害
に
強
い
地 

域
西
多
摩
」
の
実 

現
に
向
け
て
、
こ 

れ
か
ら
も
行
政
の 

ご
指
導
を
頂
き
な 

が
ら
、
精
進
を
続
け
て
ま
い
る
所
存
で
す
。 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合 

 

理
事
長 

細
沼
順
人 

 

 

 
◇ 講習会のお知らせ ◇ 

                 東京建設業協会第７支部 

原価管理に強くなる 現場マネジメントセミナー  
 建設業の利益の源泉はやはり現場です。そうであれば、現場

を預かる現場代理人には「利益創出」のカギを握る重要な役割

があります。 
 このセミナーでは、現場における生産性向上、利益創出の考

え方・ノウハウを学び、工事運営能力の向上を図るコツを解説

します。 
 
開催日 平成２６年５月２１日（水）13 時 30 分～16 時 30 分 
 会 場 立川グランドホテル ３階「ベリタ」 
 講 師 中村 秀樹氏 
      （元㈱日本コンサルタントグループ  

コンサルタント研究部長） 
 テーマ 

１．建設業界のトレンドと現場代理人の条件 
①現場代理人としての仕事を明確にする 
②原価、利益の知識テストと自己チェック 
③コスト追求意識を持つ仕事の仕方 

２．コストダウンへの原価管理手法 
①現場の体制とお金の流れを把握する 
②利益確保の機会をつかむ手立て 
③実行予算の作成及び活用方法 
④業者への発注権限と代理人の力 

３．現場マネジメントの実践と応用 
 対 象 若手から中堅までの技術者・現場管理人 
 受講料 無料  定員 ５０名 
 参加申込書、問合せ先 西建協 事務局まで 
    （会員には４月下旬にメールにてお知らせしました） 
 
６月１８日（水） 14 時～16 時 安全管理セミナー 
    …安全管理は脳のマネジメントから… 
７月１５日（火） 14 時～16 時  
    発注者との変更協議を有利に導く折衝力向上セミナー 
（６月・７月セミナーについては、開催１ヶ月前に、西建協組

合員の皆様にメールでお知らせいたします。） 

◇お知らせ◇

≪建災防西多摩分会・２６年度全国労働安全週間説明会開催≫ 
 日時 ６月１７日（火）１４時～ 

会場 羽村市ゆとろぎ ２階 講座室 
１部 安全週間実施要綱及び労働災害発生状況等他 

２部 平成２６年度定期総会 

第８７回 全国安全週間  
    スローガン：みんなでつなぎ 高まる意識 

   達成しようゼロ災害  

     本 週 間 ７月１日から７日まで 


